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１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 主に、工作機械を取り扱うために必要な機械材料、加工理論、切削工具の種類、切削条件などを学ぶ。 

また、様々な工作機械の構成と原理を学び、実践的に生かすことを学ぶ。 

 加工の際は、加工技術だけでなく基本的な工業材料の知識を持っておかなければならない。まずは、

工業材料について基本的な事柄をしっかりと復習して、加工の技術と技能を生かせるようになることが

大切である。 

 授業では、興味関心を持ってマナー良く授業に集中して参加できることを重視する。学んだことを復

習し、知識や技術を自分のものにできるよう努めること。日常生活や学校における実習、課題研究の授

業などで工業製品や機械装置などに対して興味と関心を持って接し、授業で学んだ知識と技術を実践す

ることで学習を深めていこう。 

 

２．学習の到達目標 

1. 機械工作に関する基礎的な材料知識と技術を理解して習得する。 

2. 工作機械の加工技術を学び、基本的な加工技術と技能を養う。 

3. 工作機械の一般的な種類、原理と構造を学び、基本的な加工条件の求め方を習得する。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

機械工作の基礎的な知

識や技能への関心と、

ものづくりへの積極的

な思考力を身につけよ

うとしている。 

 

 

知識を基に、必要な加

工方法、加工原理、計

測方法などから、加工

に最適な方法を考え選

択していく。自ら学び、

学んだことを伝える力

も求める。 

基本的な知識から工作

機械の加工条件を判断

し適切に選択し、応用

して、加工条件を求め

ることができる。 

a.b.c の観点を総合的

に判断する知識を得て

いるか、応用する力を

身につけているか。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

ノート 

発問に対する回答 

演習問題への取り組み 

レポート 

発問に対する回答 

演習問題の解答 

定期考査 

定期考査 

    

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

 

 

計

測 

第 9 章 

 工業計測と計測用機器 

    a. 作業で使う計測機器につい

て原理と扱い方を習得する

意欲があるか。 

b. 作業に必要な計測方法の使

い分けと正しい方法を選択

できるか。 

c. 基礎的計測機器を応用する

力を身につけられるか。 

d. 図等から読み取り、最適な

計測方法を選択、正しい読

み取りができるか。 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

定期考査 １．工業計測 

 ・測定と計測 

 ・測定値と誤差 

 

 

○ ○  ○ 

２．計測器 

 ・代表的な計測器 

 ・計測器の性能 

 

 ○ ○ ○ 

 

 

切

削

加

工 

第 7 章 切削加工 

 

    a. 作業で使う切削工具や工

作機械について原理と扱

い方を習得する意欲があ

るか。 

b. 作業に適した切削工具を選

択し、正しい方法で加工が

できるか。 

c. 工作機械や切削工具に適し

た切削条件を選定でき、そ

の応用ができるか。 

d. 多くの条件の中から正しい

選択をできるかどうか。 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

発表授業の内容 

定期考査 

１．切削加工と切削工具 

  

○ ○  ○ 

２．工作機械と切削工具 

 ・工作機械と     

    切削工具の運動 

・主な工作機械と 

       切削工具 

○ ○  ○ 

４．切削条件の選定 

 ・切削速度の求め方 

 ・送り量と送り速度の 

        求め方 

 ・切り込み 

 ・切削速度の標準値 

 ○ ○ ○ 

５．切削理論 

 ・切削の仕組みと 

    きりくずの形態 

 ・切削による熱の発生 

 ・構成刃先と 

      びびり振動 

 ・切削油剤 

 ・材料の被削性 

 ○ ○ ○ 



２
学
期 

 

 

 

 

 

６．工作機械の構成と 

       駆動装置 

 ・工作機械の構成 

 ・工作機械の駆動装置 

 

 

○ ○  ○ a. 作業で使う切削工具や工

作機械について原理と扱

い方を習得意欲があるか。 

b. 工作機械について、自ら予

習し、班になって 1 つのテ

ーマに沿って発表し、皆が

理解できるように伝える

ことができるか。 

c. 工作機械や切削工具に適

した切削条件を選定でき、

その応用ができるか。 

d. 多くの条件の中から正し

い選択をできるかどうか。 

発表の内容 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

定期考査 

７．その他の 

     切削工作機械 

 ・中ぐり盤 

 ・ブローチ盤 

 ・歯切り盤 

 

○ ○  ○ 

 

 

砥

粒

加

工 

 

第 8 章 

 砥粒加工と特殊加工 

    a. 作業で使う砥石車や研削

機械の原理と扱い方を習

得する意欲があるか。 

b. 工作機械について、自ら予

習し、班になって 1 つのテ

ーマに沿って発表し、皆が

理解できるように伝えるこ

とができるか。 

c. 研削加工に適した研削条件

を選定でき、その応用がで

きるか。 

d. 多くの条件の中から正し

い選択をできるかどうか。 

発表授業の内容 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

定期考査 

１．砥粒加工の分類 ○ ○  ○ 

２．研削加工 

 ・研削加工の仕組み 

 ・研削作用,条件,油剤 

 ○ ○ ○ 

３．砥石車 

 ・砥石車の 3 要素 

 ・砥石車を 

    構成する 5 因子 

 ・超砥粒ホイール 

 ・砥石車の修正 

 ○ ○ ○ 

４．その他の研削加工 

 ・内面研削 

 ・工具研削 

 ・ホーニング 

 ・超仕上げ 

○ ○  ○ 

５．遊離砥粒による加工 

 ・ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞとﾎﾟﾘｼﾝｸﾞ 

 ・噴射加工 

 ・超音波加工 

○ ○  ○ 

６．特殊加工 

 ・放電加工 

 ・レーザ加工 

○ ○  ○ 



３
学
期 

 

 

 

生

産

計

画

と

管

理 

 

第 10 章 

 生産の計画と管理 

    a. 製品企画する上での必要

事項への積極的な学習姿

勢 

b. 生産する上での計画と安

全性、環境保全について、

危険予知などできるか。 

c. より効率的な生産方法や

手順を考えられるか。 

d. 全てにおいての可能性を

計る。 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

発表授業の内容 

定期考査 １．生産計画と管理 

 ・生産計画と管理のあ

らまし 

 ・製品企画 

 ・製品設計 

○ ○  ○ 

９．安全の管理 

 ・安全管理の取組み 

○ ○ ○ ○ 

１０．環境の管理 

 ・環境管理の取組み 

 ・生産現場の環境保全 

 ・公害の防止 

 ・地球環境の保全 

○ ○ ○ ○ 

機

械

加

工

と

技

術 

第 11 章 

機械加工と生産の自動化 

 ・取付具・ジグ 

○ ○ ○ ○ a. 働くために必要な技術や

知識、心構えを意欲的に表

現できるか 

b. ビデオ学習の内容をまと

めることができるか。 

c. 様々な加工の中で、より高

い可能性で高精度な加工

ができるか考えられるか。 

d. ビデオ学習で学んだ内容

を理解しているか。 

ビデオ学習につい

てのレポート 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

定期考査 

 技術と心構え 

 ・難関加工の取組みと

技術力 

 ・働くための心構え 

○ ○ ○ ○ 

 


